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【手続補正書】
【提出日】平成28年9月13日(2016.9.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４０】
　さらに、待機期間ｔ２、ｔ４は、駆動電圧の所定数の波形周期に相当することが好まし
い。すなわち、待機期間ｔ２、ｔ４が駆動電圧の所定数の波形周期と一致するように、メ
インＣＰＵ５１が駆動信号生成ユニット５０４に駆動信号を生成させることが好ましい。
例えば、本実施形態においては、出力期間ｔ１、ｔ３及び待機期間ｔ２、ｔ４の長さは、
いずれも一波形周期に一致する時間である。これにより、所望の周波数の駆動電圧を容易
且つ確実に得ることができる。例えば、人間の可聴周波数（例えば20kHz）以上の周波数
が望まれる場合、超音波モーター３の仕様上の駆動電圧が44kHzだとすると、出力する駆
動電圧の周期の数を二分の一に設定する。これにより、駆動電圧の周波数は、44kHzの二
分の一である22kHzとなり、可聴周波数よりも大きくなる。
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